
正
月
は
七
福
神
巡
り 

 

長
谷
川 

修 
 

 

七
福
神
巡
り
が
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
わ
が
町
池
上
に
も
本
門
寺
の
末
寺
か
ら
な
る
七
福
神
が
あ
り
、

正
月
十
日
頃
ま
で
は
地
図
を
片
手
に
道
を
探
し
て
い
る
人
を
見
か
け
る
。
ま
た
各
地
で
七
福
神
巡
り

は
盛
ん
に
な
り
、
ネ
ッ
ト
に
よ
る
と
東
京
都
で
二
五
コ
ー
ス
が
挙
が
っ
て
い
る
。 

 

 

私
の
七
福
神
巡
り
初
体
験
は
、
三
十
年
ほ
ど
前
に
な
る
。
当
時
正
月
明
け
の
初
出
勤
日
は
社
長
の

挨
拶
と
職
場
の
懇
親
会
で
昼
前
に
解
散
だ
っ
た
が
、
午
後
友
人
と
連
れ
立
っ
て
「
谷
中
七
福
神
」
に

出
か
け
た
。
上
野
か
ら
谷
中
を
通
っ
て
田
端
ま
で
歩
く
の
は
、
正
月
の
ア
ル
コ
ー
ル
抜
き
、
鈍
っ
た

体
の
回
復
に
最
適
だ
っ
た
。
以
来
七
福
神
巡
り
に
は
ま
り
、
現
役
時
代
に
は
「
隅
田
川
（
七
福
神
を

略
、
以
下
同
じ
）」「
浅
草
名
所
」「
日
本
橋
」
等
を
、
退
職
後
は
「
元
祖
山
手
」「
東
海
」「
池
上
」
等

を
巡
っ
た
。 

 

こ
の
う
ち
起
源
を
江
戸
時
代
ま
で
遡
れ
る
の
は
「
谷
中
」
と
「
隅
田
川
」
だ
け
で
、
中
で
も
江
戸

の
香
が
残
る
「
隅
田
川
」
は
私
の
好
き
な
コ
ー
ス
だ
。「
隅
田
川
」
は
、
隅
田
川
東
岸
を
向
島
の
三
囲

み
め
ぐ
り

神
社
か
ら
鐘
ヶ
淵
の
多
聞

た

も

ん

寺
ま
で
、
三
寺
院
、
二
神
社
、
一
庭
園
を
巡
る
。
江
戸
の
化
政
期
、
日
本

橋
の
骨
董
屋
佐
原
鞠
塢

き

く

う

は
向
島
に
隠
居
所
を
構
え
た
。
親
し
い
文
人
た
ち
（
大
田
南
畝
、
亀
井
鵬
齋
、

加
藤
千
蔭
等
）
と
の
交
流
の
場
と
し
て
庭
を
整
え
百
花
園
と
名
付
け
、
ま
た
福
禄
寿
を
信
仰
し
た
こ

と
か
ら
戯
れ
に
近
所
で
七
福
神
を
定
め
た
。 

 

三
囲
神
社
を
出
発
し
北
に
向
か
い
順
番
に
歩
い
て
み
よ
う
。 

三
囲
神
社
に
は
、
其
角
が
日
照
り
に
悩
む
農
民
の
た
め
に
奉
納
し
た
雨
乞
い
の
句
が
あ
る
。 

 
 

遊
ふ
た
地
（
夕
立
）
や 

田
を
見
め
く
り
の 

神
な
ら
は 

頭
の
字
を
と
る
と
「
ゆ
」「
た
」「
か
」
と
縁
起
が
良
く
、
作
句
の
翌
日
に
雨
が
降
っ
た
こ
と
で
江

戸
中
の
評
判
と
な
っ
た
。 

長
命
寺
は
狭
い
所
に
雑
然
と
多
く
の
石
碑
が
あ
る
。
芭
蕉
の
弟
子
は
師
の
た
め
境
内
に
草
庵
を
造

っ
た
が
、
こ
こ
で
芭
蕉
が
詠
ん
だ
句
が
有
名
な 

 
 

 

い
さ
さ
ら
ハ 

雪
見
に
こ
ろ
ふ 

所
ま
て 

百
花
園
は
、
草
や
木
、
花
の
多
い
所
で
俳
句
等
の
石
碑
が
約
三
十
基
あ
る
。
白
髭
神
社
は
す
ぐ
近

く
だ
が
、
そ
の
先
の
多
聞
寺
ま
で
は
少
し
距
離
が
あ
る
。
若
者
は
こ
こ
か
ら
対
岸
の
吉
原
へ
と
急せ

き
、 

 
 

 

年
寄
り
は 

皆
白
髭
で 

撒ま

く
つ
も
り 

私
も
こ
の
あ
た
り
で
引
き
あ
げ
よ
う
。 

 


